
創
立
六
〇
周
年
へ
向
け
て

宣
言
文
を
学
ぼ
う

企
画
担
当  

■ 

周
年
実
行
委
員
会 

■

月
例
会

5　二
〇
二
一
年
五
月
一
九
日
㈬
に
本

年
二
回
目
と
な
り
ま
す
、
周
年
の
勉

強
会
を
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支

所
二
階
に
て
行
い
ま
し
た
。

　今
回
は
四
〇
周
年
時
に
策
定
し
た

周
年
宣
言
文
に
つ
い
て
、
講
師
に
第

四
五
代
理
事
長
宮
尾
一
暁
先
輩
、
第

四
六
代
理
事
長
関
裕
司
先
輩
、
第
四

七
代
理
事
長
小
山
和
伯
先
輩
、
第
四

八
代
理
事
長
宮
崎
弘
章
先
輩
を
お
呼

び
し
周
年
宣
言
文
が
ど
の
様
に
事
業

に
影
響
を
与
え
た
か
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　現
役
メ
ン
バ
ー
で
前
回
の
周
年
当

時
を
知
る
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
中
、

宣
言
文
に
つ
い
て
普
段
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
、
先
輩
諸
兄
方
々
に
的
確

に
疑
問
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
当
時
の
お
話
や
事
業
に
対
す
る
熱

い
情
熱
を
知
る
事
が
で
き
改
め
て
周

年
宣
言
文
の
重
み
を
感
じ
る
と
と
も

に
創
立
六
〇
周
年
・
認
承
五
〇
周
年

へ
向
け
て
弾
み
と
な
る
良
い
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

　五
月
一
九
日
㈬
「
創
立
六
〇
周
年
へ
向
け
て

宣
言
文
を
学
ぼ
う
」
と
題
し
、
五
月
例
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　本
年
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
が
創
立

六
〇
周
年
・
認
承
五
〇
周
年
並
び
に
記
念
式
典

開
催
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
先
輩
諸
兄
や
関
係

諸
団
体
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
へ
次
の
一
〇
年

へ
向
け
た
新
た
な
宣
言
文
を
発
表
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
為
に
は

過
去
こ
の
宣
言
文
を
基
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が

行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
、
地
域
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
く
の
か
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
本
事
業
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
の
歴
代

理
事
長
を
お
招
き
し
ま
し
、
前
半
は
各
年
度
の

事
業
内
容
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
周
年
宣
言
に
対
す

る
お
考
え
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
で
振
り
返

り
、
各
理
事
長
の
当
時
の
念
い
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
後
半
は
現
役
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
二
〇

二
〇
年
度
理
事
長
酒
井
総
一
郎
君
、
本
年
度
理

事
長
久
保
廣
範
君
を
加
え
、
現
在
の
南
長
野
青

年
会
議
所
や
南
長
野
地
域
の
現
状
を
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
、
現
役
メ
ン
バ
ー
の
当
会

議
所
に
対
す
る
熱
い
念
い
や
、
質
疑
応
答
を
行

い
、
最
後
に
先
輩
方
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
へ
激

励
の
お
言
葉
を
頂
き
、
会
は
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
予
定
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
に
は
来
た
る
創
立
六
〇
周

年
・
認
承
五
〇
周
年
記
念
式
典
、
そ
し
て
五
〇

周
年
宣
言
文
策
定
へ
向
け
て
の
第
一
歩
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
村  

文
陽

委
員
長
所
感

５
月
　日
㈬
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
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姉
妹
締
結
先

　

韓
国
を
学
ん
で
み
よ
う
！

企
画
担
当  

■ 

総
務
国
際
委
員
会 

■

月
例
会

6　六
月
一
九
日
㈯
に
「
姉
妹
締
結
先

　韓

国
を
学
ん
で
み
よ
う
！
」
の
事
業
を
開
催

し
ま
し
た
。

　私
た
ち
南
長
野
青
年
会
議
所
で
は
韓
国

大
邱
市
の
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
姉
妹
締

結
を
し
て
三
八
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
昨
年
は
互
い
の
地
を
行
き
来
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
、
本
年
も
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

際
、
過
去
の
事
業
を
振
り
返
る
機
会
を
設

け
、
も
う
一
度
メ
ン
バ
ー
自
ら
交
流
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　姉
妹
締
結
当
時
の
理
事
長
久
保
田
俊
一

先
輩
や
過
去
に
国
際
交
流
委
員
長
を
務
め

ら
れ
た
小
林
憲
明
先
輩
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
上
映
し
な
が
ら
、
交
流
の

始
ま
り
や
当
時
の
交
流
の
様
子
な
ど
を
資

料
と
共
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　ま
た
第
二
部
で
は
韓
国
語
講
師
を
お
招

き
し
て
韓
国
語
の
読
み
方
な
ど
や
文
字
の

書
き
方
な
ど
勉
強
を
し
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

2021年度
総務国際委員会
委員長

渡辺  利覚

　六
月
例
会
『
姉
妹
締
結
先
　韓
国
を
学
ん
で

み
よ
う
！
』
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
お
互
い
の
地

へ
行
く
こ
と
が
出
来
ず
大
変
残
念
な
思
い
を
し

ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
の
中
で
、
入
会
間
も
な
い
メ
ン
バ
ー

や
ま
だ
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
交
流
を
し
た
こ

と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
に
交
流
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
そ
し
て
交
流
を
し
た
こ
と
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
に
も
改
め
て
そ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
く
計
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
過
去
に

行
っ
て
き
た
交
流
の
年
表
の
制
作
や
先
輩
の

方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
当
時
の
様

子
や
き
っ
か
け
な
ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と

が
出
来
て
何
よ
り
一
番
勉
強
に
な
っ
た
の
は
私

自
身
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

渡
辺  

利
覚

委
員
長
所
感

６
月
　
日
㈯
　
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　
二
階
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創
立
六
〇
周
年
へ
向
け
て

宣
言
文
を
学
ぼ
う

企
画
担
当  

■ 

周
年
実
行
委
員
会 

■

月
例
会

5　二
〇
二
一
年
五
月
一
九
日
㈬
に
本

年
二
回
目
と
な
り
ま
す
、
周
年
の
勉

強
会
を
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支

所
二
階
に
て
行
い
ま
し
た
。

　今
回
は
四
〇
周
年
時
に
策
定
し
た

周
年
宣
言
文
に
つ
い
て
、
講
師
に
第

四
五
代
理
事
長
宮
尾
一
暁
先
輩
、
第

四
六
代
理
事
長
関
裕
司
先
輩
、
第
四

七
代
理
事
長
小
山
和
伯
先
輩
、
第
四

八
代
理
事
長
宮
崎
弘
章
先
輩
を
お
呼

び
し
周
年
宣
言
文
が
ど
の
様
に
事
業

に
影
響
を
与
え
た
か
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　現
役
メ
ン
バ
ー
で
前
回
の
周
年
当

時
を
知
る
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
中
、

宣
言
文
に
つ
い
て
普
段
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
、
先
輩
諸
兄
方
々
に
的
確

に
疑
問
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
当
時
の
お
話
や
事
業
に
対
す
る
熱

い
情
熱
を
知
る
事
が
で
き
改
め
て
周

年
宣
言
文
の
重
み
を
感
じ
る
と
と
も

に
創
立
六
〇
周
年
・
認
承
五
〇
周
年

へ
向
け
て
弾
み
と
な
る
良
い
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

　五
月
一
九
日
㈬
「
創
立
六
〇
周
年
へ
向
け
て

宣
言
文
を
学
ぼ
う
」
と
題
し
、
五
月
例
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　本
年
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
が
創
立

六
〇
周
年
・
認
承
五
〇
周
年
並
び
に
記
念
式
典

開
催
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
先
輩
諸
兄
や
関
係

諸
団
体
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
へ
次
の
一
〇
年

へ
向
け
た
新
た
な
宣
言
文
を
発
表
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
為
に
は

過
去
こ
の
宣
言
文
を
基
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が

行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
、
地
域
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
く
の
か
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
本
事
業
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
の
歴
代

理
事
長
を
お
招
き
し
ま
し
、
前
半
は
各
年
度
の

事
業
内
容
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
周
年
宣
言
に
対
す

る
お
考
え
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
で
振
り
返

り
、
各
理
事
長
の
当
時
の
念
い
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
後
半
は
現
役
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
二
〇

二
〇
年
度
理
事
長
酒
井
総
一
郎
君
、
本
年
度
理

事
長
久
保
廣
範
君
を
加
え
、
現
在
の
南
長
野
青

年
会
議
所
や
南
長
野
地
域
の
現
状
を
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
、
現
役
メ
ン
バ
ー
の
当
会

議
所
に
対
す
る
熱
い
念
い
や
、
質
疑
応
答
を
行

い
、
最
後
に
先
輩
方
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
へ
激

励
の
お
言
葉
を
頂
き
、
会
は
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
予
定
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
に
は
来
た
る
創
立
六
〇
周

年
・
認
承
五
〇
周
年
記
念
式
典
、
そ
し
て
五
〇

周
年
宣
言
文
策
定
へ
向
け
て
の
第
一
歩
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
村  

文
陽

委
員
長
所
感

５
月
　日
㈬
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
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姉
妹
締
結
先

　

韓
国
を
学
ん
で
み
よ
う
！

企
画
担
当  

■ 

総
務
国
際
委
員
会 

■

月
例
会

6　六
月
一
九
日
㈯
に
「
姉
妹
締
結
先

　韓

国
を
学
ん
で
み
よ
う
！
」
の
事
業
を
開
催

し
ま
し
た
。

　私
た
ち
南
長
野
青
年
会
議
所
で
は
韓
国

大
邱
市
の
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
姉
妹
締

結
を
し
て
三
八
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
昨
年
は
互
い
の
地
を
行
き
来
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
、
本
年
も
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

際
、
過
去
の
事
業
を
振
り
返
る
機
会
を
設

け
、
も
う
一
度
メ
ン
バ
ー
自
ら
交
流
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　姉
妹
締
結
当
時
の
理
事
長
久
保
田
俊
一

先
輩
や
過
去
に
国
際
交
流
委
員
長
を
務
め

ら
れ
た
小
林
憲
明
先
輩
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
上
映
し
な
が
ら
、
交
流
の

始
ま
り
や
当
時
の
交
流
の
様
子
な
ど
を
資

料
と
共
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　ま
た
第
二
部
で
は
韓
国
語
講
師
を
お
招

き
し
て
韓
国
語
の
読
み
方
な
ど
や
文
字
の

書
き
方
な
ど
勉
強
を
し
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

2021年度
総務国際委員会
委員長

渡辺  利覚

　六
月
例
会
『
姉
妹
締
結
先
　韓
国
を
学
ん
で

み
よ
う
！
』
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
お
互
い
の
地

へ
行
く
こ
と
が
出
来
ず
大
変
残
念
な
思
い
を
し

ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
の
中
で
、
入
会
間
も
な
い
メ
ン
バ
ー

や
ま
だ
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
交
流
を
し
た
こ

と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
に
交
流
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
そ
し
て
交
流
を
し
た
こ
と
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
に
も
改
め
て
そ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
く
計
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
過
去
に

行
っ
て
き
た
交
流
の
年
表
の
制
作
や
先
輩
の

方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
当
時
の
様

子
や
き
っ
か
け
な
ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と

が
出
来
て
何
よ
り
一
番
勉
強
に
な
っ
た
の
は
私

自
身
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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の
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で
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的
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事
業
が
中
々
難
し
い
中
で
待
ち
に
待
っ
た
、
今

年
度
初
の
公
益
事
業
と
し
て
七
月
一
一
日
㈰
、

二
四
日
㈯
の
二
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間
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け
七
月
例
会
「
力
を

合
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せ
よ
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！
み
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な
の
秘
密
基
地
プ
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を
長
野
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青
少
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錬
成
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ー
で
開

催
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。
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ぐ
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と
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の
秘
密
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
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を
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数
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事
業
と
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り
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が
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は
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野
地
域
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子
ど
も
達
が
元
気

に
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て
く
れ
ま
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日
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で
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締
役
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浩
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に
講
師
と
し
て
ご
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加
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き
ま
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た
。
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の
種
類
や
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造
の
仕
組
み
、
工
具
の
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ど
、
子
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も
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が
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な
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も
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ご
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、
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の
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を
完
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を
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少
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錬
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ー
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作
に
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り
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で
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持
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な
い
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な
木
の
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も
仲
間
と
共
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運
び
、
協
力

し
な
が
ら
少
し
ず
つ
思
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描
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た
秘
密
基
地
に
な
っ
て
い
く
の
を
見

て
、
だ
ん
だ
ん
と
笑
顔
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
不
安
そ
う

な
子
も
作
業
中
盤
以
降
は
積
極
的
に
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
を
見

る
事
が
で
き
非
常
に
う
れ
し
く
思
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ま
し
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。

　そ
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て
試
行
錯
誤
を
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て
、
三
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ー
プ
と
も
に
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い
思
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の
素

晴
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し
い
秘
密
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を
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完
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、
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
中
で
人
と
人
の
携
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
た
状
況

下
で
す
が
、
本
事
業
を
通
し
て
仲
間
と
協
力
す
る
事
の
大
切
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
少
し
で
も
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
か
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
講
師
、
看
護
師
の

方
々
。
そ
し
て
猛
暑
の
中
設
営
や
準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と
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せ
て
い
た
だ
き
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。
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を
基
に
完
成
を
想
像
し
な
が
ら
共
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
最
初
は
な
ん
だ
か
少
し
ぎ
こ
ち
な
い

子
ど
も
達
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
、
思
い
も
つ

か
な
い
ア
イ
デ
ア
や
意
見
な
ど
活
発
に
出
し
合

い
な
が
ら
、
わ
い
わ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
制
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
皆

で
協
力
し
て
物
を
作
り
上
げ
る
事
の
大
切
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
大
変
良
い
事
業
に
な
り

ま
し
た
。

　来
年
度
以
降
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
落
ち
着
き
思
い
っ
き
り
事
業
が
行
え

る
環
境
に
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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。
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憲
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。

　ま
た
第
二
部
で
は
韓
国
語
講
師
を
お
招

き
し
て
韓
国
語
の
読
み
方
な
ど
や
文
字
の

書
き
方
な
ど
勉
強
を
し
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

2021年度
総務国際委員会
委員長

渡辺  利覚

　六
月
例
会
『
姉
妹
締
結
先
　韓
国
を
学
ん
で

み
よ
う
！
』
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
お
互
い
の
地

へ
行
く
こ
と
が
出
来
ず
大
変
残
念
な
思
い
を
し

ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
の
中
で
、
入
会
間
も
な
い
メ
ン
バ
ー

や
ま
だ
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
交
流
を
し
た
こ

と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
に
交
流
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
そ
し
て
交
流
を
し
た
こ
と
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
に
も
改
め
て
そ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
く
計
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
過
去
に

行
っ
て
き
た
交
流
の
年
表
の
制
作
や
先
輩
の

方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
当
時
の
様

子
や
き
っ
か
け
な
ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と

が
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何
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一
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勉
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に
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の
は
私
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で
し
た
。
そ
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こ
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を
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が
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こ
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に
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編
集
後
記

　
慌
た
だ
し
い
夏
も
過
ぎ
去
り
、
う
っ
す
ら
っ
と
紅
葉
が
は
じ
ま
り
す
っ
か
り
秋

ら
し
い
季
節
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
ヶ
月
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
本
年
度
も
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
四
月
例
会

が
中
止
に
な
り
そ
し
て
周
年
事
業
が
延
期
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
も
多
く
の
事
業
を
考
え
着
実
に
前
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
無
事
に
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
主
幹
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と
し
て
の
役
目
も
終
え
、
第
二
回
通
常

総
会
で
は
二
〇
二
二
年
度
理
事
長
予
定
者
に
宮
尾
祐
介
君
が
選
出
さ
れ
次
年
度
へ

の
第
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
ヶ
月
で
す
が
周
年
と
い
う
大
き
な
事
業
も
あ
り
ま
す
。
久

保
理
事
長
の
も
と
、
団
結
し
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
国
際
委
員
会
　
委
員
長
　
渡
辺
　
利
覚

理事長予定者　　　宮尾　祐介　君
直前理事長　　　　久保　廣範　君
外部監事予定者　　山岸　陸弘　氏
　　　〃　　　　　渡辺　利覚　君
総括副理事長予定者　　平山　亮太　君
副理事長予定者　　久保　善幸　君
　　　〃　　　　　上條　裕太　君
専務理事予定者　　飯田　一基　君
委員長予定者　　　山岸　　晃　君
　　　〃　　　　　榊原　　剛　君
副委員長予定者　　宍倉　啓太　君
　　　〃　　　　　竪岩　浩靖　君
　　　〃　　　　　小林　陽祐　君
　　　〃　　　　　鈴木　　旭　君
事務局長予定者　　山岸　　晃　君
副事務局長予定者　　宍倉　啓太　君
　　　〃　　　　　竪岩　浩靖　君
会員拡大室室長予定者　　平山　亮太　君
会員拡大室副室長予定者　　児島　　翔　君
　　　〃　　　　　渡邊　行伸　君
議長予定者　　　　池田　純也　君
副議長予定者　　　藤岡　秀一　君

2022年度理事予定者紹介

　
二
〇
二
一
年
八
月
一
八
日
㈬
、

第
二
回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
総
会
で
は
二
〇
二
一
年
度

補
正
予
算
、
二
〇
二
二
年
度
理
事

長
並
び
に
監
事
予
定
者
、
理
事
並

び
に
正
副
議
長
予
定
者
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
理
事
長
予
定
者
に
宮

尾
祐
介
君
、
外
部
監
事
に
山
岸
陸

弘
先
輩
と
渡
辺
利
覚
君
、
そ
し
て

理
事
予
定
者
も
決
ま
り
次
年
度
へ

の
第
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
か
ら
は
当
青
年
会
議
所

の
先
輩
で
あ
る
シ
ニ
ア
会
役
員
の

皆
様
、
北
信
４
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
代
表
の

方
々
を
お
招
き
し
、
久
保
理
事
長

よ
り
本
年
度
の
事
業
報
告
と
後
半

の
目
標
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

久
保
理
事
長
よ
り
、
宮
尾
理
事
長

予
定
者
へ
『
黎
明
の
鍵
』
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
後
、
宮

尾
理
事
長
予
定
者
よ
り
次
年
度
へ

向
け
て
の
決
意
を
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
、
シ
ニ
ア
会
会
長
寺
澤
英
雄

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
第

二
回
通
常
総
会
を
閉
会
致
し
ま
し

た
。

【黎明の鍵の伝達式】
久保理事長と宮尾理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈬
　
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　
二
階
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際
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会 

■

2021

創立60周年・認承50周年記念式典延期について
　本年度、公益社団法人南長野青年会議所は創立60周年・認承50周年という節目の年
を迎えることができました。この記念すべき年を迎えられましたのも、これまで歴史
を紡いでこられた先輩諸兄、日頃より多大なるご支援ご協力賜りました関係各位、そ
して何より我々の活動にご理解頂き、ご参加頂いている地域の皆様のお陰であります
ことに心より感謝申し上げます。
　さて、ご承知のことと存じますが、８月29日に開催を予定しておりました創立60周
年・認承50周年記念式典並びに記念事業は新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、
式典の延期と事業の中止を決定させて頂きました。多くの関係各位や先輩方から出席
のご連絡を頂きましたこと改めて御礼申し上げます。延期とさせて頂いていた記念式
典に関しましては11月27日㈯に改めて開催する方向です。その折には是非ご出席頂け
ればと存じます。
　最後に、これからも明るい豊かな社会の実現に向けて精一杯努めてまいりますの
で、皆様の更なるご支援、ご協力をお願い申し上げます。

周年実行委員長　中村　文陽

ホームページ更新中！
是非ご覧下さい !!

検索南長野青年会議所

発行元：総務国際委員会 編集長：渡辺  利覚
印刷所：有限会社サクセス

かがり火のバックナンバーはホームページでご覧ください。
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
対
外
的
な

事
業
が
中
々
難
し
い
中
で
待
ち
に
待
っ
た
、
今

年
度
初
の
公
益
事
業
と
し
て
七
月
一
一
日
㈰
、

二
四
日
㈯
の
二
日
間
に
か
け
七
月
例
会
「
力
を

合
わ
せ
よ
う
！
み
ん
な
の
秘
密
基
地
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
長
野
市
青
少
年
錬
成
セ
ン
タ
ー
で
開

催
致
し
ま
し
た
。

　参
加
者
募
集
の
段
階
か
ら
応
募
が
殺
到
し
直

ぐ
に
定
員
に
達
し
反
響
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
夏
ら
し
い

陽
気
の
中
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
毎

に
分
か
れ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
の
設
計
図

　七
月
一
一
日
㈰
、
二
四
日
㈯
の
二
日
間
に
か
け
七
月
例
会
「
力
を

合
わ
せ
よ
う
！
み
ん
な
の
秘
密
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
人
数
を
絞
っ
た

事
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
南
長
野
地
域
の
子
ど
も
達
が
元
気

に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　一
一
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
小
坂
建
築
株
式
会
社
　代

表
取
締
役
　小
坂
浩
一
様
に
講
師
と
し
て
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
建

物
の
種
類
や
構
造
の
仕
組
み
、
工
具
の
使
い
方
な
ど
、
子
ど
も
達
が

知
ら
な
い
事
も
分
か
り
易
く
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え

グ
ル
ー
プ
ご
と
集
ま
り
様
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、
当
日

作
る
秘
密
基
地
の
図
面
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　そ
し
て
二
四
日
、
例
会
当
日
は
満
を
持
し
て
青
少
年
錬
成
セ
ン

タ
ー
に
て
秘
密
基
地
制
作
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　一
人
で
は
持
て
な
い
大
き
な
木
の
柱
も
仲
間
と
共
に
運
び
、
協
力

し
な
が
ら
少
し
ず
つ
思
い
描
い
た
秘
密
基
地
に
な
っ
て
い
く
の
を
見

て
、
だ
ん
だ
ん
と
笑
顔
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
不
安
そ
う

な
子
も
作
業
中
盤
以
降
は
積
極
的
に
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
を
見

る
事
が
で
き
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
試
行
錯
誤
を
経
て
、
三
グ
ル
ー
プ
と
も
に
思
い
思
い
の
素

晴
ら
し
い
秘
密
基
地
を
見
事
完
成
さ
せ
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
中
で
人
と
人
の
携
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
た
状
況

下
で
す
が
、
本
事
業
を
通
し
て
仲
間
と
協
力
す
る
事
の
大
切
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
少
し
で
も
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
か
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
講
師
、
看
護
師
の

方
々
。
そ
し
て
猛
暑
の
中
設
営
や
準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

藤
岡  

秀
一

委
員
長
所
感

力
を
合
わ
せ
よ
う
！

み
ん
な
の
秘
密
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

月
例
会

7

７
月
　
日
㈰
　
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー
学
習
室
１

11
７
月
　
日
㈯
　
長
野
市
青
少
年
錬
成
セ
ン
タ
ー
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未
来
へ
の
力
創
生
委
員
会 

■

あ
す

2021年度
未来への力創生委員会

委員長
藤岡  秀一

あす

を
基
に
完
成
を
想
像
し
な
が
ら
共
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
最
初
は
な
ん
だ
か
少
し
ぎ
こ
ち
な
い

子
ど
も
達
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
、
思
い
も
つ

か
な
い
ア
イ
デ
ア
や
意
見
な
ど
活
発
に
出
し
合

い
な
が
ら
、
わ
い
わ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
制
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
皆

で
協
力
し
て
物
を
作
り
上
げ
る
事
の
大
切
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
大
変
良
い
事
業
に
な
り

ま
し
た
。

　来
年
度
以
降
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
落
ち
着
き
思
い
っ
き
り
事
業
が
行
え

る
環
境
に
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

絆　人と時代を繋ぎ  ともに未来へ
あ　す

2021年度  外報紙かがり火  Vol.2
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集
後
記
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夏
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ら
っ
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紅
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は
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ま
り
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っ
か
り
秋

ら
し
い
季
節
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
残
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と
こ
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あ
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二
ヶ
月
と
な
っ
て
し
ま
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ま
し
た
。
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。
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で、皆様の更なるご支援、ご協力をお願い申し上げます。

周年実行委員長　中村　文陽

ホームページ更新中！
是非ご覧下さい !!

検索南長野青年会議所
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印刷所：有限会社サクセス

かがり火のバックナンバーはホームページでご覧ください。


